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綿紡績業の経済構造

伊藤俊夫

第 1節 線紡綾業の生産構造

わが国の綿業のうちで，最も重要なものは紡績業である。動綴業は，綿花

を原料として綿糸を生産しこれを他の生産加工部門に供給するものであ

る。そのうち，輸出綿糸は， に輸出商社の手を経て輸出されるので，他

の生産加工部門とは臨接関係のないことはいうまでもなし、。これらの綿糸を

最も多量に使用するのは織布業であり，それに次いではメザヤス業である。

その外には，雑綿製品部門すなわちその代表的なものとしては，漁網，縫

糸，機械の伝導用綿ロープ，ガーゼ，繍帯などの衛生材料，蒲団綿， ~ド入綿

などの生産業があるが，ここでは紡績業の経済構造を分析するのに直接関連

のある限りで，論及するにとどめる。また落綿，スフ屑，人絹屑，再生繊維

等を原料として糸を生産するいわゆるガラ紡については全くこれを省略する

ことtこしすこ01}

1. 紡績業の生産工程と生蔑設備

輸送および取扱の便宜上強く庄縮樹包されている原綿を解訴して，これを

綿糸にまで製造する生産行程は，技術的に見ると凡そ次の 7つの工殺を経る

ものである。 2)

1)混打綿工程 Mixing，Opening， Scutching 

混打綿というのは，調合割合に応じて圧縮された療綿を，次の開綿， I徐壊

を容易にするため，室内空気の乾燥によって，自然に原綿を握手脹させ，開綿

機，除薩機，打綿機等一連の混打綿工程を通過させ，打綿機その他によって

原綿の解密ー混綿作用をくり返し原綿に付着している葉浮，種子片，茎片，

繊維片，砂療などの爽雑物言ピ除去し各機に装備されている原綿洪給調繋装
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置によって，清浄均斉なラップ lapをつくる工程であるO

2)統綿工程 Carding 

;毘打綿工程でできたラップは，なお多くの繊維がもつれ合っており，爽雑

物もあるので，繊維を櫛慌しながらこれを除去し繊維をある程度平行状態

にLて高速度で上下動するフライ・コーム flycomb (又は doffercomb)で

かきおとしてうすい識維震をつくる。これを普通トヲンベヅトの細い穴を通

して級状のスライヴァ-sliverとするわけであるつ

3)精硫綿工程 Combing 

硫綿工程ーでは，短繊維を充分に除去することが難かしいので，一罵清浄，

均斉なスライヴァーをつくることが必要である。メザヤス糸，レース糸，カ

タン糸，タイヤコード糸などのように均斉で強力な糸をつくるのがこの工程

であって，スライヴァーを何本か合せて精硫綿機にかけ完全な櫛硫作用を行

うわけである。この工程によってできた糸を普通コーマ糸 combecl yarnと

いうのである。

4 )練1様蕗工程 DraVi'明W七19

慌綿機及び精硫綿機のスライヴァーは，ラップの厚薄のむら，機台T(f.の差

その他稜々の原因でむらがあり，また繊維棺互は，一応引伸ばされたとはい

え，網の日のようになっているので，木工程では6本あるいは8本のスライ

ヴァーな合せて引伸したさいのむらを除いて繊維を王子行に揃えるものであ

る。

5) )組紡工程 Rovin広

練篠機でつくられたスライヴァーを精紡機にかけて所要の糸にするには太

すぎるので，さらに引伸ばして撚りを与えて取扱いやすいようにするのがこ

の工程である。

6)精紡工程 Spinning 

粗紡行程でできた糸を引伸しこれに適当な撚 tWlstを与えて所要の番手

の糸として木管に巻取る行程を精紡工程といい，その主要機械は， リγグ精

彩j機 ringspinning frameとし、うのこの工程では司引伸しの倍率が 30以ヒ
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のものを superhigh draft精紡機というのである。

7)仕上工程 Finishing 

精紡機でつくられた糸はラ最後に撚糸， カタン糸にするための撚工程，高

級糸のためのガス焼工程 gassingが行われ， またその用途，取扱いによって

製品のチーズ捲 cheeseコーン捲 cone認、捲 reelingなどの仕上行程にうつ

されるものであるO 尤も訳、づくりは輪出用の綿糸に用いられるのが原則であ

って 4001bを 1摺包とする。これに対してラ内需用は，一般にチーズ捲にす

るカ~， これは 1001bを76簡， 96箇‘あるいは 120箇のチーズ形にするわけで

ある O

閣に，綿糸の番手というのは，わが白書で1ヱイギワス式を採用しているので

あって，それは， 11bにおける 840yardの倍数で示されるもので

ゐる。今Nを番手とすると

N ~~OOO~r) x 印税丞竺ー唇:担空L
L (S40yd) .. W(可検糸の震設gr)

但し， llb=7，OOOgr 

なお，現在わが国では， 2.5番手より 140番手までの約60種の綿糸がつくら

れているが， そのうち，一般に20番手以下を太糸 coarseyarn， 21-44番手を

I=t糸 mediumyarn， 45番手以上を綿糸 fineyarn， また番手の m各符号とし

て数字の右肩にsをつけるのが慣習となっている。例えば10s，20sというの

1i， それぞれ10番単糸， 20番単糸を現わず。

次に，綿紡績業の生.~主設備として， どのような機械の所要台数が溜当であ

るかを， 1万錘について見ると第 1表のごとくである。 3)

ところで，わが国の紡績工場の適正規模はどの程度であるかというと， [1日

平日26{j三12月， 弘本紡緩協会技術部会が検討したところによると「適正な設備

と作業環境のもとで，優良な品質の製品を生産しようとする ，工場の規

模が大きくなる程加工費は低燦であるが，規模がある大きさに達すると，そ

の前後ではもはや加工費のひらきが重要ではいようになる。この規模をかり

に適正規模とする」との条件で加工費より見た20番手の適正規模は，約 37)錘
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第 1表絵手別綿紡生産設 1m!

お番手 I 30 番手 ( 

荒 打機1.05 0.61 

仕上打線機1.83 1.01 

成総機 41.60 34.00 

練篠機 4.13 2.57 

始紡機 3.40 1.88 

間紡機 6.40 4.34 

精紡機 25.00 25.∞ 
俗糸機 8.24 6.48 

備考，本表は日本紡績協会問自1Eから織物までJJ135頁による。

40 番手

0.46 

0.75 

28.00 

1.86 

1.48 

3.50 

25.00 

5.57 

でまらるといわれており，一説には 5万鍾との見解もある。したがって，この

表の据付台数の大体 3 傍~51去の機械設備が必要となってくる O また小島博

士。説によると， :)0番手の適正規模は， 4万鍾， 40番手の適正規模は 6万鍾

とされている O [41L、づれにしても，これな基準にして 1工場の設備投資が決

定されることになる。かくして少くとも技術的経済的な立場からは 1工場の

設備投資には一応の限界があることがわかる。しかし， 2工場以上を経営す

る場合の経済的有意IJ性については、明確な資料に乏しいが，これは10大結と

新紡との間の格差によってそ一端がうかがえるであろう。

さて，綿紡績機の中心は，いうまでもなく，精紡機であって，普通この精

紡機の鍾数によって，運転ii}]能数を示すものである。これらの精紡機の推移

については，次表に見るように，設備制限による格納や運転不能のため$そ

の稼働率は低下しつつあることが明かである。

第 2署長 約紡機設備の推移

年 次!蹴可能数(鐙) I格納分(錘) i Jf' (錘) (台数〉

つ府四年 9，010，942 i 9，010，942 22，527 

33 9，019，1部 9，019，1部 22，547

34 8，134，836 I 827，034 I 8，961，870 22，404 
35 7，753，307 I 1，243，433 I 8，9ヲ6，740 22，491 

36 7，820，105 I 1，184，997 I 9，005，102 22，512 

iJf!j考，本表は通商産業守与謝資統計一部繊*fE統;n.1ド報誌 (昭和37年版〉による。
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このように、設備制限が行われているにもかかわらず、現実の投資活動は

次のように行われている。尤もこれは， みで、はなく，工場用地，

物などえの投資もふくまれていることを注;夜、しなくてはならない。

第 3 ~受 約紡章受業の設備投資 tれ位億円

it三 次 設備投資 次 設備投資

I将軍IJ 28 31 1171 1'11 33 42 

29 41 34 72 

30 77 35 134 

166 36 110 

37 29 

保i考， よるの

2. 綿紡績業の生産規模

綿紡績業の生産規撲は，苦手通芸美録館、数または運転可能鍾数によって示され

るものである。昭和37年のその実態をしめすと次去のごとくである。

第 4表 (1) 準録 5理数規模別会社数

規模lJlJ 子子~長銀数 ! biJ間合必| 1f士~りを録録数

i方銀未満 42 190，868 2.1 4，544 

i万係以上 47 763，716 8.5 16，249 

3万ク 16 I 642，352 7.1 40，147 

5方ク 15 999，462 11.1 66，631 

10万ク 6 1，095，520 12.1 182，587 

30ガタ 6 2，379，908 26.4 3ヲ6，651

50ガク 5 2，948，264 32.7 589，653 

137 9，020，090 100.0 65，840 

すなわち，この表によると‘運転可能鍋数から見 3万錘未

満の会社92社(全体の67%)が，わづかに運転可能鍾数の12%しか所有して

いないのに対して， 10万銀以との大規模会社16社(全体の11%)が運転可能

録数の実に70.1%をしめていることがわかるc し、L、かえると，紡績の生産授

、10万錘以上の大規模な紡績会社に集中イヒしているとともに，他方では

多数の!lft'(弱な紡絞会社があるということであるのこのことは、戦前より存在
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第 4表但) 運転可能鐙数規模別会枚数

規模原j両業会社数| 運転可能鐙数 i月上割合μ(l社当り可能錘数
l万鐙未満 244，376 3.1 5，091 

1万鏡以上 44 710，368 8.9 16，145 

3万ク 16 612，868 7.7 38，304 

5万ク 13 814，430 10.2 62，648 

10万ク 7 1，416，336 17.8 202，334 

30万ク 5 2，041，608 25.7 408，322 

50万ク 4 2，113，204 26.6 ラ28，301

計 137 7，953，190 100.0 58，052 

備考，同表とも『繊維統計年報』による。

していたいわゆる10大紡に加えて、戦後設立された新紡25社のうちの有力な

会社が現在の綿紡績業の生産を支配しているのに対して，戦後新紡に次いで

設立され7こし、わゆる新々紡 102社が一種の過当競争を惹起しているものと考

えられる。少し資料的に古いが，十大紡，新紡，新々紡の王子均設備鍾数を見

ると，次表のごとく，10大紡の 1社当り平均鍾数は479，713，1工場当り59，224

に対して，新紡はラ 1主1:当り平均舗数は59，627，1工場当り40，757で， 1工

場当りの規模では10大紡と大差はないが 1社当りの工場数が少いので，平均

錦数は， 10大紡よりかなり低くなっている。新々紡は 1社当りの平均鐸数

も1工場当りの平均鐸数も10大紡‘新紡に比べると，はるかに小規模である

ことが明かである。

第 5表 10大紡，新紡および新々 紡の主f'-均設備錘数 (昭和28年〉

規 模 玖JIム弘料 II惜特 l運転可諮問rli社当り ;l工場当り
一一一一L一一ーし一 塑佐佐呈攻盤整t

10 大紡 10 I 81 I 4，797，134 I 479，713 I 59，224 
新紡 24 I 41 I 1，671，048 I 59，627 I 40，757 
新々紡 97 I 100 I 1，195，305 I 12，323 I 11，953 
計 I131 I 222 7，ω ，487 I 見 5∞ 34，520

宮市考，ヨドヨ受は三菱経済研究所「綿とイヒ織の産業構造Jl142頁による。

このように， 10大紡は，新紡および新々紡に比べて生産の規模が大きいと

いうばかりでなく、今一つの特賀としては，その総合経営化をあげなくては
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ならなし、。このような総合経営化の類型としては 1つは垂直的または縦断

的経営があり，他の 1っとしては，横断的経営がある。前者は，綿紡績工程

以降の高次の加工行程をさすものであり，歴史的に見ると，日清戦争ごろか

ら第1次佼界大戦にかけて，織布兼営が成立し，大正中期から昭和にかけて

染色加工部門の兼営が行われ，さらに目撃事変以後は，縫製部門をも兼営す

るようになり，ここに一貫経営形態が確立されたわけである。このような垂

直的結令に比べると，横断的結令はややおくれているといってよく，生糸・

絹綿紡績の兼営は平くから行われたけれども，化学繊維の兼営は，大正の終

りから昭和にかけて行われ，羊毛紡績の兼営は，日華率:変以後に行われ，合

成繊維の兼営は，第2次世界大戦後ょうやく行われているわけである。 (5)今

10大助におけるこれらの兼営事業を示すと次頁の表のごとくである。

ところで，これらの垂直的結合の利点として指摘されているは，次のごと

くである。

(イ) 中間経饗の節減が可擦なこと

(ロ)操業の安定的なこと

け 原料の無駄を少くし，品質の統一改善を行い易いこと

仲価格変動に伴う危険分散の可能なこと

また横断的結令の利点、としては，やはり次の 4つがあげられている。

げ) 各繊維の生産技術，経営管理には，類似性や関連性があるから，総合

経学?によって，技術の交流，経営の合理化が関られ，したがって，コストの

低下，品費の改善が期待されうることの

(ロ) 単独経常では，採算問難でも，兼営によって発展の基礎が与えられ，

企業不11j関の安定化が期待されること。

け 大規模経営による利益とコスト低下の可能なこと。

仲 仕入・販売等の経営活動を集中的，大量的に行いうることならびに資

金効率を高めうること。

紡績業の垂直的結合の第 1段階としての織布業の発達は、明治20年代に始

っているがー明治 41年には， 12社で，織機令数 11，146千?であったものが、



一

ス

'

紡

理

ゴ

口

問

煉

二

炭

岩

東
一

O

ラ
維
炭
修
'
製
火
'
化
'
…

日

一

ガ

織

布

綴

機

ム

附

瓦

硫

素

約

一

o

-

J

J

i

l

l

一
る

一

時

一

〈

〈

C

紙

一

時

寸

ll一

j

j

i

l

l

一
の

一
社
一

0

C

C

C

タ

C

一
ヰ

:

』

信

主

主

一

吋

一

・

ず

れ

、m
，

一

J
J
F
J
サ

ハ

一

J

;

一

明

一

ン

ル

ン

メ

ス

一

U

事
一
蹴
一

0

0

C

C

タ

O

C

3
作

一

言

営

一

日

一

直

イ

l

一哨

一
明
一

c

c

c

o

c

c

リ

…

日

兼

i
j
ド

一

メ

ス

…

識

の一耕一

c

c

o

c

o

-

投

一3
一

績

紡

;i
一

車

工

械

向

山

修

紡

一
明
一

c

o

c

o

c

c

c

転

炭

機

製

縮

機

潟

大

一

大

一

白

州

作

木

紡

浬

木

ω
一鳩一

c
c
c
c
u
u
c

同

制

務

…

刀

口

問

τ!
一

メ

ス

…

R

』

E
E
7
r
一

i

ン

糸

ヤ

ブ

ヤ

会

一

炭

株

主
一
昨
一

C

O

C

O

タ

C

C

C

C

O

C

O

制

約

ザ

ル

ニ

'

'

化

法

s
一

耳

一

カ

糸

人

メ

ス

パ

ベ

板

材

硫

繁

一

ト

第
一
本
¥
i
j
j
i
l
l
-
i
i
i
I
η
;
i
j
j
i引
劃

材

現

l
i
I

一
向
山

4

日

C

C
タ

c
c
o
c
o
c
c
o
リ

'

ロ

叩

閥

抗

修

械

一

刻

大

カ

糸

メ

ス

菜

料

対

日

綴

機

一

蹴

判
l劃
|
叫
岡
村
判
例
2
1
4吋
例
記
判
制
寸
i
l
l
u
-
-
J
i
l
l一
対

加

軒

一

劃

憾

の

フ

プ

織

織

の

州

一

本

色

包

一

染

縫

そ

ス

ス

純

綿

毛

そ

刊

一

本

叫
叶

4
1

叶

叶

付

干

一

僚

8 経済学研究第13巻第3.4号

。C 
。
。n 

¥J 

しノ C 

fヘJ、ノ

的t紡

に)

「コ 。。。仁j
結IA筑 C C O 。
メ込
仁I

。
¥ 

ノ 。

。
C O 。

。

昭和14年には， 14社， 121，904台と10倍の増加を見ている。第2次世界後は

会社数は昭和37年現花37社と多くなっているが，織機台数は逆に63，025台と

減少Lていることが注目される。このことは，紡績会社の純綿糸引渡高を見

ても，自家織布部門えの引渡高はj茎年減少してきていることから明かであ

る。これは，おそらく，専業織布業の低賃銀に対抗できなくなったためか，
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あるいはラ糸の板売と自家製織(賃織をふくむ)との競売操作によって最大

阪の利潤を実現せんとしているためか，にわかに断定することは困難であ

る。しかし，自家消費量の比率が高まるにつれて，製品の多様性が増加して

くれば，当然中小規模の専業織布業者の優位性が現われてくるので，紡績会

社としては，これらの専業織布業者を系列化することによって，自家チョッ

プ chopの生産量が可能になり，その結果自己の兼営部門を縮少することにな

るわけである。しかも合織の発達は，混紡，混識技術の高度化とあいまって

この傾向に一層拍車をかけているとし、ってよL、。その意味では，紡綴業の垂

直的結合は 1つの転換期に達しているとともに，合繊部門えの横断的結合の

拡大によって，その限界を相殺するにとどまらず一層強力な結合え発展しよ

うとしているものであろう。

第 7表

| 自家消費長
沼和四年 25.2Q6

31 22.3 

33 21. 2 

35 18.5 

37 19.7 

本表はEl本紡綴協会の調査による。

紡績会社の純綿糸需要先別ヲi波高 (構成比〉

他
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紡総会社は，このように垂誼的結合として，織布部門を兼営しているばか

りでなく，さらに染色加工部門(附加工をふくむ〕および縫製部門をも兼営

しているものである。すなわち，綿勧績業の染色部門というのは，第1次世

界大戦後兼営されるようになったもので，直接の原閣は，染色加工織布の輸

出促進のためである。第2次世界大戦後は，他の繊維工業と同じく，わりあ

い平く復元し今日にいたっているが，昭和36年現在では，綿紡10社に化繊2

:tJ:を加えた12社の染色整理業にしめる地位は，綿織物については22.8%とな

っている。綿紡績業の綿織物以外の兼業は，絹織物の30.2%をのぞくと，そ

う大きなものでたく.支た綿織物に夫、jする綿織物以外の染色整理の割合は約

14%程度にすぎなL、。すなわち，昭和36~t三の統計によると，綿織物の染色整
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主主古河ik

備考，本表は日本紡績協会の調査による。

註 (1) ガラ紡については，中村橋， ll" 日本ガラ紡史認~ (昭和17年〉

(2) 生産行稼については，日本紡績協会， if綿花から織物まで~ (昭和33年〉に

ゑうところが多い。

(3) なお，結城治郎・藤本Ilti， 11 日本総紡績工業論~ (昭和32年)80Jtを参照。

(4) 小島E喜太郎・西藤雅夫， 『日本紡績事業論j] (昭和16年〉

(5) 有沢広己縞， r現代日本産業講座各読者W繊維産業~ (昭和35年)232-237頁

(6) なお関枝豆， r 日本総菜論~ (昭和29年)205-207頁参照。

第 2節綿紡績業の流通構造

綿紡績業の生産した各種の糸が，どのような用途に利用されているか，ま

たその流通の機構はどのような形態になっているかがここでの開題であり宅

それぞれの流通段階における綿糸の価格も開題であろう O なお綿紡績業の兼

営部門の織布製品その他の二次製品の流通については，別の機会の分析にゆ

づることにしたい。

1 綿糸(その他の綿紡生産糸をふくむ〕の流通機構

京市紡綴業で生産された糸がどのような段階を経て綿糸の加工メーカーすな
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わち綿織物業，メリヤス業，布常業などに販売されるかは，きわめて興味あ

る開題であるが，その実態を把握することは，必ずしも容易なことではな

L 、。

ところで，先づ綿紡績業で生産された糸の需要先男Jjの販売形態を見ると，

第 9表に見るように，自家消費が19.7%，賛織用が16.4%，市奴用が62.9%

その他が 1%という割合であって，比重の上から見ると，海社なり加工メー

カーなりえの市販用が最も多いことが明かであるが，自家消費すなわち兼営

部門と賃織すなわち下請加工部門を加えたものが， 35.4%にのぼっているこ

とは笹田すべきことといわなくてはならない。

第 s渓 紡績会社の各種糸需要先別手i渡震(昭和37生存〉 単位磁

i品費需|賃織用(市販用iその他| 五十
純 線 糸 87，ヲ04 6ヲ，737 283，148 4，600 445，389 

混 手方 最高 糸 17 190 725 7 939 

落 草取 糸 842 842 

混紡落綿糸 395 395 

混紡スフ糸 128 1，011 8f2 1，ヲ5f

4，684 4，569 242 12，449 

スフ糸 ー 3 3 O 

合計 91，003 75，622 290，493 4，846 461，965 

備考，*表は日本紡績協会の調査による。

このように，賃織そのもののウエイトは，紡績の立場からすれば， 16.4% 

にすぎないが，下請加工を引受ける織布専業者の倶.IJに立って見ると，紡績そ

の他よりの賃織のウユイトは， 54.4%という高い水準にあるものである。し

かもこのような傾向は，比較的コンスタントであることが注目される。なお

結績自身も自己の兼営部門で他の企業からの質織をうけているが，その割合

は，わづかに1.7%であって negligibleであるといってよい。

第10表で見るように，織布専業者の生産した綿織物の54%が食織受託生産

で、あって，自己資本をもって探糸を購入し，織物を販売する「糸買い布売

り」の独立生産の比重は， 50%に達しないわけであるO なお，織布専業者の

賃織のうち，商社のしめるウエイトが紡績をj二間っているが，以前は例えば
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第 10表 織;(!iW業者の綿織物生産 i会j 単位 1，000平方米:

自社分

i紡綜・化繊

主主|商 社

織{毅機

分iその他

合計

1，051，928 

406，918 

633，819 

192，580 

18，946 

1，252，263 

2，304，1ヲi

45.651，ぷ

54.4 

100.0 

備完号 本表は日本紡綴協会の調~によるの

昭和29年のように，逆にあ7績のしめるウエイトが高かったことがある O りこ

れは，商社のしめる経済力が漸次増大してきたことを示すものに外ならない

が、ともかく司紡績が織布専業者を下請化した理由は，昭和23年 9月民間貿

易再開以来，紡緩が自己の工場で消化する以上の輸出量を確保する必要のあ

ったことと，景気変動のグヅツショ γとして不況のしわょせを織布専業;告に

負担せしめるためであるといわれてし、る。 それでは何故紡績賞織が織布専業

者下請化の有力な組本Fとなったかは，長j総兼常織布と織布;専業者の織物生産

費の比較によって説明されるであろう。

第 11表織物生産設の比絞 単位円

1 綿 糸(倒) 織 布(附〕 綿布市場側格

i 価価 i原糸代加工賃 計 輸出国内i謀総治会議
布

織

布

織

織

川

百

向

件

ド

ポ

兼

震

専

78.00 40.50 

78.00 -! 40.50 
85.00 I 45.70 

15.44 

8.00 

8.00 
∞
 

i
 

k
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U

円
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Q
ノ

に

ノ

ウ

t
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Q
u
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p
h
ノ

4
み
氏
ノ

(街考，1. 本:表は結域治郎・藤本11百とl本総紡績T菜論(昭和32年)84主主による

2. 綿糸は30番手，綿布は金巾2003添，紡総菜の加工主主は，操短"10のものな

ので減儲償却費，設業経費，支払干IFJニ，fL[税公課などの固定設はよ削>1し

ている。

2. 繊維商社の形態

七述したように糾事Vj結の綿糸のがJ64%が市販され，約Hi%が賃織されてい

るが，これらをあわせて同%のおji糸が司多かれ少なかれ、 tl有利‘を経Lillて糸
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売りされていると見られるので，商社のもつ地位は，綿紡績業の流通機構を

理解するのに不可欠の要因であるといってよL、。一般的にいって，第2次世

界大戦後これらの商社の経済的地伎は，戦前に比べて低下しているわけで，

それは，ひとり繊維商社に限ったものでないといえるが，その主なる理由は

次の 4点に要約されるとおもわれる。

第 1に，商社{良uのマージンが極度に狭められていることである。国内取引

では，紡績出し値と市中相場とがほぼ同じ価格であることと，輸出価格では

海外価格から口銭をヲ!¥，、た価格で商社が引きとるようにマージンはきわめて

イまし、。

第2に，商社えの引渡量は，紡績1J1JJの一方的な決定によることが多く，値

上りが予謝されるときの売止め，値下り期の先約定による紡績侭!の市場操作

が優位に立っており，とくに朝鮮動乱における10カ月先物売による商社の損

失は，その典型的なものといえよう。

第 3に，かつての商社の領域と考えられるチョップもの chopえの積極的

な勧績の進出をあげることができる。この種の製品は交戦前は，多くは高社

の担当するところであったが，現在は，商社の経済力の低下に伴って，織布

染色からワイシャツ，llJl着にいたるまで，紡績の進出が行われているわけで

ある。これは，たとえ優良な糸友生産しても，加工退程の欠縮のために市場

の信用をおとすこととなるので，こうした臨路を排除するため紡績側は末端

までの加工過程えの進出を試みようとしたものといわれているO

第4に，綿花の紡績割当による商社の利i閏減少が指摘される。綿花の購入

は，戦前は，商社にも許されていたが，戦後は，メーカーに一元化されてい

るので，綿花の寅付における為替レートの価格差の利益は紡綴に亨受されて

いる。しかし，貿易自由化に伴って，このような条件はやがて失われていく

可能性もないわけではない。

以上のように，繊維商社の一般的な性格は，戦後紡績に対して従属的なも

のとなっていた点もあるが，立なにも述べたようにーそのなかには，かなり経

済力を充実してきて，かつての間麗機能を復活させるのみならず，いわゆる
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系列化の機能をもつものも現われているように，商社自身の経済力に格差が

あることをみとめなくてはならなし、。ここでは，これらの繊維商社の形態を

次の 5つにわけて，その特賞を述べることにしたL、。 2)

1) 五綿(伊藤忠，丸紅， 8綿，東綿，江商〉

これらの 5社は，戦前は，いづれも繊維専門両社であったものであって，

そのうち，前二者は，内地問震，後二者は輸出ならびに綿花街的性格のもの

であるが，戦後，三井物産，三菱商事の解体とともに，その間際に乗じて進

出し，現在では総合商社としての性格をもっている。しかし，三弁物産，三

菱高事のような戦前からの総合商社に比べると，繊維の取扱高のしめる割合

は高く，依然として繊維商社的色彩は払拭されていないようであるO これら

のうち，前二者は，住友系，後三者は三井系の18財開資本に属するとの見方

もあるが，それし程明確な lineがひきかねるようにもおもわれる O

2) 船場6社(又一， ffi附，八木，豊島，竹中，竹村) [岩田，丸永〕

これまで実船場8社といわれていたが，昭和29年のデフレ…ションによっ

て岩田および丸永が説落したので6社となっている。これらの商社は，糸高

という名で一括されているように，園内綿糸取扱量の比重が高く，市販され

る綿糸の半分位は，この 6社が取扱っているとさえいわれている。したがっ

て，紡績のしわょせをもっともつよくうけるのはこの船場6社であって，し

かも，貿易の比重が低いので，貿易による内需不振の補演も不可能である。

しかし，市販糸の半分を取扱うとL、う立場上，全国の織布業(機屋〕に対す

る問屋主的機能には出自すべきものがあるといわなくてはならなし、。

3) 和洋反物商(伊藤万，田村駒，山口玄，滝定，三露，野呂克，多国矛IJ

立)11，長谷川，丁吟〉

この種の流通形態は，紡績あるいは専業機業(織布業)から，主主地主ど仕入

れ，漂白，染色，あるいは二次製品に加工(多くは下請加工〉し，地方間監

または輸出に向ける点で，綿糸を中心に耳元扱わないわけであるから省くのが

よいともいえるが，全然綿糸を扱わないわけでもないのでここに加えること

としたわけであるO 一般的にいえば，紡績業の加工綿布えの垂直的結合によ
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って，これらの商社は，圧迫をうけつつあるものといえるO これらの高社の

経済的地位は，前二者に比べるとかなり低いようである。

4) 財閥的商社

戦後過度集中排除法によって，財閥系潟社は，一時解体を余犠なくされた

が，その後再び復活して往時の体制にもどりつつあるわけである。その主な

るものを列挙すると，三菱商事，三井物産，住友商事および日商などであ

る。これらの商社の実勢は，もっぱら綿糸の輸出貿易の閣でかなりの比重を

しめているといえるが，民!内取引においては，やはり 5綿，船場6社には及

ばないようであるが，今後の進出は在日すべきものであろう。

5; 紡績直系商社

ここでいう直系商社というのはちメーカーたる紡績会社が株式の保有およ

び役員の派遣などによって，メーカーの子会社的販売部門となっているもの

および，現夜そのような資本的人的つながりがなくても，治革的にいって，

かつてそのようなつながりをもっており，現在も取引関係が殆んど一社専麗

と見られるものをきしている。これらの商社の積極的な存在理由としては，

第 12~受紡績直系商社の実態

親会社名( 街社名 |古豪i設立年月日 l備 考

大和紡 I:JL 為 50必昭和12. 3 

呉羽紡:大洋物産 25 22. 2 
ク

第士紡

倉敷紡

東洋紡

敷島紡

イシ

鐘紡

大包ヌド紡

ク'

日東紡

アヤハ商事

一泰貿易

i可心商事
新典産業

信和商会

数烏 1仇布

鐙潟商事:

向洋貿易

南奥物産

自;東紡産業

バ

ゼ

A
件

ム

ハ

U

円フ

/

D

/

む

43.8 

100 

Bヲ

12.5 

ヲ3.9

84 

15 

17. 1 

22. 7 

22. 10 

11. 11 

21. 3 

28. 2 

6. 10 

23. 7 

17. 4 

14. 4 

沼和30.8東洋綿花に合併

昭和31.613商に合併

備考，木表は公正取引委員会，繊維商社の集中と系列化(昭和31年11月)59頁

tこよる。
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第 1に，紡績が高社との取引条件を自己に有利にすることができることと，

第 2に，紡績の従業員のはけ口に利用しうること，第3に，紡績の特殊製品

を売り出そうとするためには，専属商社さと利用するのが，最も効果的である

ことなどがあげられる。これらの紡績護系荷社と見られるもの右かかげると

上表のごとくである。

6) 地場商社・産地問屋

この種の商社は，紡績と寵接の取引をもつものは殆んどなく，大阪，東京

名古屋などの大商社，問屋を通じて売買しているものである。戦後，新々紡

の大部分が専業機業者出身であるところから，地場の問屋，糸商との取引が

生じ，この掠りでは，東京，大阪の第1次商社と類似の形態をとっているが

締糸布取引の大勢を支記するものではなし、。各産地の織布業者は，どちらか

といえば，大都市商社と直接取引しようとする傾向がつよく，地場海社ない

し産地問屋は，この函でも，綿糸の流通から疏外され，わづかに閣内向着尺

小巾織物などの取引に移行せざるをえない現状である。

以上のように，繊維商社の機構は，きわめて複雑でトあるが，どbらかとい

えば，紡績からの糸や織布は大規模な荷社え集中する傾向にあるものと考え

られる O 資料的iこ少し古いといえるが，昭和29年における 10大紡，新紡およ

び新々紡の潟社JJIJの綿糸および綿布の販売は，次表:こしめすように 5綿お

よび船場6社などの地位の高いことをしめしている。

第 13表 10大紡の商社形態別販売実績 単位千円

綿 糸|綿布

fKJ干町三 r-"l瓦1M総出円形
5 綿 18，166，230) 25.415，166，4351 53.015，261，0711 30.9118，983，4051 46.5 

直系商社 14，590，1931 14.31 637，5891 6.512，938，9541 16.712，913，95引 7.1 

財弱商社 i ペ ー 514，9441 5.31 481，6191 2.712，644，5271 6.5 

撃場6語110，378，067: 32.212，305，2261 23.615，805，0601 33.118，282，7051 反物論 110，378，0671 32・212，305，226 ぉ.615，805，0601 33.11 8，282，向 20.3 

その他 19，017，423. 28.0: 1，121，0051 11.513，田0，6061 17.417，949，8361 19.4 

計 132，151，913i100.0川745，1991100.0;17，537，0911 100.0140.774，42司l∞.0
備考，1. 木表は前表と同じ資狩によるο

2. 大日本紡を除く。
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第 14表 新紡および新々紡の商社形態別販売実績 単位千円

同17Ff7J*J品Jy
っ正二工τコ一一一一一 u"5 綿 15，583，4711 25.011，991，6441 58.71 602，3701 21.4: 3，479，6701 

直系商社 12，574，4611 11.5'1 393，7511 11.61 434，5941 15.4， 1，083，08到 14.3 

財閥商社 83，0501 0.4[ 49，371[ 1.41 53，1611 2.0[ 382，62計 5.0 
船場6社 11fiAA1 07fi! AC '71 C'J() fi，nl 10 01 1 <)7r.::: fi1Cl .. ft:::: <:21 1 L1Q AO'7! 害反物商|札任1，9701必.71 639，0411 18.811，275，0161 45.311，613，49可 21.3
その他 [3，645，1681 16.1[ 320，5541 9.41 448，9631 15.91 1，007，56引 13.3

百十 122，328，1201 1∞.O[ 3，394，3611 100.01 2，814，1041 100.01 7，566，4441 100.0 
備考，1. 本表は前者と同じ資料による。

2. ;zド表は新紡，新々 紡中，主要なものの販売実績を集計したものである。

次にこれらの紡績から第 1次的な商社え引渡された糸や織物が，どういう

形で流通していくかについては，全国的な資料に乏しいが，一般的にいうと

綿糸についてはこれらの商社 L原則として従業者50人以上で元卸ともい

う〕から機業者に販売されるもの57.1%，元卸涌え販売されるもの11.7%，

二次製品業者に競売されるもの11.5%，地方卸商え阪売されるもの 7.4%，

輸出向6.0%買継商え販売されるもの3.1%，紡績・化繊メーカーえ競売され

るもの1.6%，その他1.6%という割合である。 3)これによって見ると，いわ

ゆる元卸商といわれる大規模商社は，産接織布業者及び二次製品業者に綿糸

な販売することが多いことが注BされるO したがって，小卸といわれる地方

卸商〔地方問屋，地場開屋，現金詞罷ともいう1えの綿糸の競売も少く，

散地問屋(都市問屋ともいい加工問屋，仲買，イ中継をふくむ〉または仲卸高

ともいわれる中間の卸荷えの綿糸の販売も少いようである。

3. 織維商社の系列化

がj績直系荷社は，綿紡綴が自己の製品の市場を拡大するために，特定の商

社を選択するものであり，それによって，製品の流通時間を短縮し，流通経

費を館約することによって，代金回収を確実にするものであり，商社は紡績:

の販売代行機関として， コンミッションマーチャントたることが要求

される。このような綿紡績の系列化は， 内郊の競争の激化に由来する

ものとも考えられる。その系列化の方法は，一方では直接優秀なメーカー
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を下請化するとともに，他方では，商社主ピ通じて中小メーカーを系列化せし

めようとするものである。ここで，下請加工と系列化の概念を区別すること

も必要で為ろうが，この2つの概念は，根本的には異ったものではなく，い

わゆる系列化においては，下請とは異って，単なる低賃銀利用という側面ば

かりでなく，生産および競売の面における技術上の必要性ということがかな

り大きくとりあげられていることが産自されるわけである。 4)

御園生等氏によれば，繊維商社の系列化には 2つの形態があり 1つは

勧績が甚接支配の対象より除外した中小企業的なメーカーの系列化で、あって

古い関底的系列の範廃棄にぞくするものである。 5)この種の典型的な形態は繊

維商社が各種の織布工場，染色工場，メリヤス工場，縫製工場など二次製品

中小工場を系列化する場合である。例えば，いわゆる洋反物荷といわれる伊

藤万，又一，三三共，生興，回開の 4社は，次表に見るように，古くからの専

属的な加工下請工場主どもち，独自のチョップ chopの生産販売を行うー穫の

加工問屋である関係が，そのまま系列関係に現われているものと見られる。

しかし，最近では，紡績，化織が葺接これらの二次加工中小工場をひろく系

列化しはじめたので，めそのウェイトは，減少しつつあるものと思われる。

ク

ク

ヌ 高橋綴物 ク

ク

ク
明宇守 司，-

富士ノミーfレ そ少

~昆染工 ク

備考，木表は官官表と同じ資料による。

国 汚j

ィシ

ク
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ますこ，いわゆる 5綿といわているもののなかでの東綿，日綿実業，江商の 3

社もほぼこの洋反物高と同じく加工問屋的色彩をもっているものであるO こ

の穫の問屋的形態の場合には，ここで見られるように，資本的人的支配関係

のあることは例外的で、あって，多くの場合，単なる製品の売質，下請加工な

どの取引のみの関係かせいぜい短期的な運転資金の融資がある程度である。

次に，繊維商社の今 1つの形態は，一方では，中小紡績の系列化と他方では

新製品，優秀製品の確保のための中小メーカーおよび卸商，小売商の系列化

これである。このような商社の典型的なものは，総合商社にぞくする三菱商

，三三井物産，住友商事，伊藤忠，丸紅飯田の積極的な系列化活動であって

立入って分析すると，このような総合商社の背後には，都市銀行がノミックア

ップしていることが多いといわれていれる。例えば，伊藤忠は，綾羽紡績，

富山紡績，徳和紡績，和泉栃績，大正紡績，蕨紡績を系列化する一方，洛東

織物，乙)1¥織布，大府織物，村洋メリヤスなどのメーカーを系列化してい

る。また，丸紅飯田は，結綴隠係は富山紡績位であるが，中小メーカーとし

ては，住江織物，脇坂織物，泉楊紡織などを系列化している。三菱商事は，

紡績としては，明和紡績，松坂紡績を系列化する一方，竹間縞織を系列化し

ている。三井物産は， j剤、1'1紡績，協同紡績などを系列化する一方，内外織物

左系列化している。住友商事は，前4者と比較すると，系列化は少く，新内

外綿，津田紡績などを系列化しているO これらの 5大商社の背後に存在する

金融資本としては，三菱商事については三菱銀行，三井物産については三井

銀行，住友商事に対しては住友銀行，伊藤忠および丸紅飯田に対しては，住

友銀行および富士銀行があげられるが，戦前に比べると 1つの金融資本が

独占的に総合商社を支配するということは稀で、あって，金融資本との結びつ

きは，かなり複雑化しているものといわなくてはならなし、。 7)

ともかくラ総合商社の綿糸・綿織物の流通機構における系列化は，合繊専

業メーカーの流通機構などに比べると，やや立ちおくれており，今後は，中

小紡績，中小メーカーなどの系列化よりも，卸蕗(仲卸，地方卸をふくむ〉

および小売高の系列化さどいかにすすめるかに重点がおかれている。そして，
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ざしあたっては，地方卸ないしは大型小売自としてのスーパーマーケットな

どの系列化が現段階的課題となっているといってよい。

註， (1) 戦後紡績商社の弱体化の過程については，大奴府立商工経済研究所， ~繊

維商社の分析J1 (昭和30年〉に詳しし、。

(2) 繊維商社の形態については，公正取引委員会調査課， ~繊維商社の集中と

系列化J1 (昭和31年〉に負うところが多い。

(紛大阪府立商工経済研究所， ~線スフ織物合繊織物卸売業の実態J1 (昭和38

年)115真。

(4) 山中篤太郎， I系列とは何かJ ~中小企業金融公路調主主時報』第 5 宅金第 i

号。 59頁。

(5) 御園生等， I商社J小林義雄篇， ~企業系列の実態j (昭和33年〉第7章。

(6) この例としては，紡緩のメリヤス工場及びワイシャツ工場などの系列化が

注臼される O 勿論，商社がや間に入るが，それは全くコンミッ、ンョンマ

チャントとしてであって禽自主的な荷役とは異るものといえよう。次表を

参照されたい。

紡績のメザヤス・ワイシャツ系列化

メ リヤス i ワイシャツ

東洋紡(要?露五;72f郎以
呉羽紡 i栄工業 j 関西潟毒事，大建被sR

{~}.l::!:!. J 11 ~-L 清水工業，大建被服，東部カネ
鐘 紡|村岸メリヤス | 紡芸克数社
敷島紡 l議室7;12，西本メリヤス
震士紡 三国縫製所，寝坊縫製所

倉敷紡 i有債総統

大和紡

大沼紡

富弥工業，大和康繊維

備考，本表は小林義雄篇， ~食業系列の実態J および級研新聞社， r繊維の読本J
第 1部系列物語による。

(7) 最近の資料として，銀行の繊維メーカーに対する持ち株比率5%以上の企

業名および銀行数資額の実態については「東洋経済統計月報J昭和38年8

月を参照せられたい。
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あとがき

本稿は，綿紡績の生産および流通の最近における動向を明かにするつもり

であったが，生産については，紡績労働について殆んどふれるところがなか

ったし，流通については，最も重要と考えられる錨格問題をとりあげること

ができなかった。取引の機構に照応したマージンなども，したがって検討す

るだけの余裕がなかった。系列化の形態やその実証的な側面も分析が行われ

ていないといっても過言でなし、。また，全体としては，糸を中心Iこ述べたの

で，織物については必要な限りでとりあげたにとどまる。これらの残された

問題についてはを近い将来に補足を試みることにしたし、。とくに，綿紡績の

資本蓄積については，合織におけるそれとの対比から見ても主要な間臨で、あ

るので，できるだけ近い将来に解明していきたいと忠、う。終りに，本稿を草

するにあたり資料の御世話になった日本紡績協会東京事務局庶務課長の細谷

実氏に浮く感謝の意を表するものである。
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